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通
の

慧
謁
研
究
を

そ
の

核
心

と

す
る
マ

ル

ク

ス

経
済
学
が
､

近
代
産
業

ス

土
7

タ

チ
ユ

ア

ル

･

マ

ク

ロ

ス

コ

ピ

ッ

ク
･

ア

ナ

リ
ク

ス

社
食
を
い

か

に

科
学
的
､

構

造

的
､

亘

疏

的

に

分

析
し
ぇ

た

か

と

い

う
こ

と

を

示
そ

う
と

試
み

て

い

る
｡

こ

れ
が

本
書
の

第
一

部
『

経
済
循
環

の

基
本
囲
式
』

の

各
章
で

あ
る
｡

.
こ

ゝ

で

は
､

古
典
扱
お

よ

ぴ
マ

ル

ク

ス

経
済
学
の

債
系
の

中
に

お
い

て

努
働
慣
値
説
の

果
し
て

い

る

核
心

的
な

役
割
が

明

確
に

示

さ

れ
て

い

る
｡

努
働
慣
値
説
は
､

近
代
産
業
杜
合
の

主

要
な

諸
要
素
(

生

産
､

分
配
､

流

通
､

滑

費
)

に

相
互

に

連
関
を

興
え
て
､

経
済
社
食
を

全
髄
と

し
て

の
⊥

つ

の

均
衡
的
償
系
に

構
成
す
る

た

め
の
､

統

高
原
理

で

あ
っ

た
｡

剰
餞

債
値
の

生

産
と

分
配

､

蓄
積
と

滑
費
､

か

ら

成
り

立
つ

経
済

軽
骨
の

循
環

運
動
､

再
生

産
過
程
の

歴

史
的
･

社
食
的
な

解
明
が
､

本
書
の

第

議
の

各
章
の

説
明
で

あ

る
｡

そ

れ

は
､

『

濁
立
生

産
者
･

家
族
･

農
村

封

都

市

の

経
済
循
環
』
､

『

生

産
財
･

消
費
財
生

産
部
門

二
商

業
･

運
輸
･

銀
行
･

国
家
財
政
部
門
間
の

経
済
循
環
』

お

よ
び

『

横
大
経
済
循
環

壷
済
循
環

の

世
界
像
』

の

内
容
を

含
む
も
の

で

あ

る
｡

著
者
は
､

マ

ル

ク

ス

に

い

た

る

ま
で

の

政
治
経
済
畢
の

倍
系
が
､

螢
働
債
憶
説
を

そ
の

経
済
分
析
の

礎

石
と

す
る
こ

と

に

よ
っ

て

な

し

え
た

近
代
社
食
の

重

税
的
･

構
造
的
な

把

握
を
､

第

壷
に

牽
い

て

見
事
に

囲
式
化
し

た
の

で

あ
っ

た
｡

ニ

ケ

ネ

ー
､

ス

ミ

ス
､

リ

カ

ァ

ド

ゥ
の

古
墳
渡
経
済
学
は
､

生

産
と

交
換

の

封
建
的
形
式
の

科

学
的
批
列
と

し
て

出
嶺
し
､

資
本
主
義
的
生

産
様
式

が

そ

れ

に

代
る

必

然
性
を

示

す
と

と

も
に
､

資
本
主
義
的
生

産
様
式
が

国

民
の

官
と
い

う

鉄
骨
目

的
を

助
長
す
る
､

と
い

う
積
極
的
な

意

味
に

お
い

て
､

資
本
主
義
的
生

産
の

諸
法
則
の

分
析
を

展
開
し
た

の

で

あ
っ

た
｡

だ

が
､

古
典
渡
経
済
学
は
､

ケ

ネ

ー
､

ス

ミ

ス
､

セ

ー
､

リ

カ

ァ

ド

ゥ
､

ジ

ェ

イ
ム

ズ

･

ミ

ル
､

マ

カ

ロ

ブ

ク
､

シ

ー

ニ

ア

に

い

た

る

そ
の

系
譜
の

中

に
､

眞
の

意
味
の

科

学
的
な

貢
献
と
､

資
本
主

義
の

通
俗
の

群
書
論
と

切

二

つ

の

面
を

も
っ

て

い

る
｡

著
書
は
､

こ

の

与
フ

な

経
済
学
史
的
な

立
場

に

よ
っ

て
､

本

書
の

第
二

部
『

重

農
主
義
お

よ

び

古
典
派
経
済
撃
の

基
本

定
理
』

の

批
判
を

展
開
し
て

い

る
｡

そ

れ

は
､

『

経
済
表
､

国
富
論
燈
系
､

人
口

論
､

貸
金
基
金
説
､

節
欲
説
､

三

位

表
的
生

産
要
素
論
』

の

内
容

を

含
む

各
章
で

あ

る
｡

著
者
に

ょ

れ

ば
､

近
代
資
本
主
義
社
食
の

科
学
的
な

経
済
分
析
の

出
螢

鮎
は
､

そ
の

運
動
法
則
で

あ

る
､

資
本
の

循

琴

資
本
の

再
生

産
過
程
の

分
析
で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

マ

ル

ク

ス

ほ
､

『

資
本
論
』

第
二

巷
に

お
い

て
､

こ

れ
を
､

遠
望

沖
サ
8

謡

曲
8

岸
甫

肝

酔
罫
冷

凍
8

毒
漣

q

■

司
:
･

…

や
‥

…

司
､

-
勺

Q

-
喜
､

′
/

【
1

■
■

や
:

=

･
一

『
､

1
Q
､

､

し

濾

頚
城

沸
8

慕
添

地
謡

埼

戟
8

読
漣

■

し

熟

知
城

戟
8

義

由

と

し
て

と

ら
え

た

が
､

著

者
に

よ
れ

ば
､

一

六

⊥
八

世
紀
の

ヨ

ー

ロ

ブ

パ

の

璽
両
室
義
理

論
は
､

貨
幣
資
本
の

循
環
(

そ

の

差

額
)

と
い

う
形
で

経
済
分
析
を

行
っ

た
の

で

あ

り

二
八

世
紀
の

フ

ラ
ン

ス

重
点
主
義
経
済

学
は
､

商
品
資
本
(

生

産

物
)

の

循
環
と
し

て

経
済
社
食
の

運
動
を

と

ら

え
､

一

七

⊥
九
世
紀
中
葉
ま

で

の

フ

ラ
ン

ス
､

イ

ギ

ー
ス

の

主
流
の

古

7

典
汲
軽

彗
丁

は
､

生
産
的
資
本
(

資
本
と

努
働
)

の

循
環
を

分
析
し
､

産

畑
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衡
僕
件
の

亘
戒
的
な

研
究
を

経
て
､

同
第
三

巻
に

い

た
っ

て
､

生

産
物
の

ミ

ク
ー

ス

コ

ピ

ア

ク

分
配
､

つ

ま

り
､

個
々

の

商
品
の

償
棒

形
成
の

研
究
と

い

う
敬
二
硯

的
な

経
済
社
食
の

分
析
を

行
っ

て

い

る

の

で

あ
る
｡

と

く
に

方
法
論
上

に

お
い

て
､

マ

ル

ク

ス

『

資
本
論
』

慣
系
が

古
典
汲

経
済
畢
の

覆
展
で

あ
る

と
い

う
意
味
は
､

こ

1

に

あ

る
｡

こ

の

鮎
に

つ

い

て

は
､

本
書
に

お

け

る

著
者

の

解
説
は

十
分
で

な
い

よ

う
に

思
わ

れ
る
｡

本
書
第
三

部
『

マ

ル

ク

ス

主
義
経
済
学
の

基
本
定
理
』

は
､

『

商
品
･

債

値
形
態
･

剰
徐
債
侶
の

生

産
･

単
純
再
生

産
･

資
本
の

構
成
･

蓄
積
･

集

中
･

原
始
的
蓄
積
』

を

内
層
と

す
る

『

資
本
の

生

産
過
程
』

の

章
､

『

資
本

の

循
環
･

社
食
的
絶
資
本
の

単
純
再
生

産
･

蓄
積
･

蹟
大
再
生

産
』

を

内

容
と

す
る

『

資
本
の

流
通

過
程
』

の

章
､

お

よ

び

『

費
用
慣

希
･

利
潤
･

利
潤
率
･

剰
餞
慣
値
率
･

平
均
利
潤
の

形
成
と
下

落
法
則
･

利
子
生

み

資

本
と

利
子

二
商

業
資
本
と

商
業
利
潤
･

地

代
･

社

食

主

義

社

食
の

経

済

表
』

を

内
容
と

す
る

『

資
本
主

義
的
生

産
の

絶
過
程
』

の

三

幸
か

ら

な
っ

■
て

お

り
､

『

資
本
論
』

の

第
一

･

第
二
･

第
三

奄
の

理

論
構
成
の

順
序
と

同

じ
で

あ

る
｡

著
者
も
正

し

く

指
摘
す
る

如
く
､

マ

ル

ク

ス

『

資
本
論
』

第
一

巻
『

資

本
の

生

産
過
程
』

の

分
析
は
､

資
本
の

祀
合
的
生

誕
史
の

研
究
で

あ

り
､

評

資
本
の

創
生

記
の

謎
の

解
明
で

あ

る
｡

本
書
に

し
た

が
っ

て
､

マ

ル

ク

ス

に

よ

れ

ば
､

富
の

元
素
的
形
態
と

し

て

の

商
品
の

分
析
か

ら
､

商
品
に

結

晶
す
る

平
等
的
･

無
差
別
的
･

抽
象
的
人

間
努
働
を
､

慣
値
賓
鰭
と

し

て

､

j

一

ろ
ー

( 6 1 ) 書

抽
象
し

う
る
｡

商
品
の

償
値
量
は
､

慣
値
と

し

て

の

量
的
性
質
に

よ
っ

て
､

こ

の

商
品
に

凝
結
す
る

努
働
量
た

る

努
働
時
間
を

も
っ

て
､

測
定
さ

れ
､

そ
こ

か

ら

商
品
の

交
換
過
程
に

お
い

て
､

一

般
的
等
慣
形
態
に

ま
で

蜃
展

す
る

各
種
の

償
値
形
態
の

意
味
が

解
明
で

き

る
｡

し

か

し
､

抽
象
的
な

人

間
努
働
の

量
を
一
商

品
債
値
賓
僅
と

し
て

理

解
す
る

こ

と

は
､

交
換
に

お

け

る

慣
値
の

貨
幣
形
態
の

成
立
に

よ
っ

て
､

一

層
困
難
と
な

る
｡

商
品
の
一

般
的
等
慣
形
態
と

し
て

攣
止

し
た

貨
幣
は
､

や

が
て

世
界
貨
幣
に

ま

で

嶺

展
す
る

が
､

資
本
主

義
社
食
に

お

い

て

は
､

こ

の

貨
幣
は
一
商

品
の

流
通
手

段
で

あ
る
｡

し
た

が
っ

て
､

資
本
主
義
杜
合
に

お
い

て

は
､

生

産
物
債
値
､

努
働
力
慣
値
､

剰
徐
債
値
は
､

商
品
慣
椅
､

努
働
力
再
生

産
費
､

利
潤
と

し
て

現
象
す
る
｡

で

は
､

生

産
過

程
に

お
い

て

滑
費
､

磨
滅
さ

れ
る

資
本
は
い

か

に

し
て
､

そ

の

生

命
循
環
を

永
壊
し

う
る

で

あ

ろ

う
か
｡

本

書
に

の

ぺ

る

如
く
､

マ

ル

ク

ス

に

よ

れ

ば
､

資
本
の

生

誕
の

謎
を

解
明

す
る

も
の

は
､

生

産
過
程

に

お

け
る

人

間
努
働
で

あ
る
｡

生

産
の

努
働
過
程
に

お

け
る

人

間
労
働
､

努

働
封
象
･

生

産
手
段
は
､

生

産
の

債
権
形
成
過
程
に

は
､

す
べ

て

死
せ

る

努
働
お

よ

び

生
け

る

努
働
と

し
て

参
加
す
る

が
､

生

産
の

慣
倍
増
殖
過

程
の

漁
泉
と

な

る

の

は
､

不

沸
い

努
働
､

剰
徐
労
働
を

生

み

出
す
､

生

け

る

努
働
の

み

で

あ
る
｡

著
者
が

厳
密
に

の

ぺ

て

い

る

よ

う
に
､

努

働
カ

は
､

生

産
手
段
の

債

値
を

生

産
物
に

移
輯
せ

し

め

う
る

茹
に

お
い

て
､

有

用
な

努
働
で

あ

る

の

み

な

ら

ず
､

抽
象
的
､

無
差
別

的
人

間
労
働
の

量
と

し
て
､

生

産
物
の

付
加
償
値
を

形
成
す
る
｡

こ

の

付
加
慣
値
率
た

る

剰
徐

償
倍
率
は
､

剰
飴
労
働
時
間
と

必

要
努
働
時
間
に

よ
っ

て

決
定
さ

れ
､

前

者
は

絶
封
的
な
､

後
者
は

相
封
的
な

剰
飴
債
値
の

生

産
と

呼
ば

れ

る
｡

だ

か

ら
､

労
賃
は

努
働
カ
の

慣
値
で

あ

り
､

そ
の

債
希
で

あ

る

が
､

労
働
の

債
権
は
､

労
賃
で

は

な

く
､

努
働
が

生

産
し

た

僧
侶
生

産
物
の

全

健
で

あ

9

る
｡

資
本
主
義
的
社
食
の

生

産
は
､

努
働
力
の

慣
値
の

購
入

と

慣
植
生

産

畑
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物
の

坂
更
に

よ
っ

て

途
行
さ
れ
､

不

沸
い

労
働
部
分
､

剰
徐
債
権
部
分
は

利
潤
と

し
て

資
本
家
所

得
と

な

り
､

そ
の

蓄
積
に

よ
っ

て
､

企
業
資
本
の

摸
大
帝
生

産
が

可
能
と

な

る
｡

そ

れ

は
､

資
本
構
成
の

高
度
化
､

可
壁
資

本
に

対
す
る

不

整
資
本
の

比

率
の

増
大
と

な

り
､

一

方
の

極
に

は
､

労
働

力
に

対
す
る

需
要
の

減
少
に

よ

る

相
封
的
過
剰
人
口
､

産
業
漁
備
軍
を
､

他
方
の

極
に

は
､

資
本
の

蓄
積
と

集
中
に

よ

る

大
資
本
の

制
覇
と

中
小

資

本
の

段
落
を

も

た

ら

す
｡

資
本
家
的
生

産
の

蜃
展
の

終
鮎
は
､

土

地

園

込

み

運
動
に

よ
っ

て

自
営
農
民
が

プ
ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト
に

泣
落
し

た
､

そ
の

資
本
史
の

序
曲
で

示

さ
れ

た
と

同
じ

よ

う
に
､

賃
金
勢
働
者
の

貧
困
を

も

た
ら

す
こ

と

以

外
の

何
も
の

で

も

な
い
｡

本
書
第
三

部
『

資
本
の

流
通
過
程
』

は
､

マ

ル

ク

ス

『

資
本
論
』

第
二

巷
の

理

論
の

展
開
で

あ

り
､

■
資
本
主
義
社
食
の

経
済
循
填
､

個
別
資
本
の

再
生

産
過
程
の

分
析
､

お
よ

び

社
食
的
絶
賛
本
の

摸
大
再
生

産
の

均
衡
諸

侯
件
の

吟
味
に

あ

て

ら

れ
て

い

る
｡

マ

ル

ク

ス

は

資
本
主
義
社
食
の

資
本

ミ

ク
ロ

ス

コ

ピ

ッ

ク

流
通
過
程
を
､

徴

税

的
に

は
+

個
別
資
本
と

し

て

の

貨
幣
資
本
､

生

産

資
本
､

商
品

資
本
の

各
循
環
過
程
と

し

て

と

ら

え

る

と

共
に
､

固
定
資
本

と

流
動
資
本
､

生

産

財
生

産
部
門
と

滑
費
財
生

産
部

門
の

罷

分
に

よ
っ

マ

タ
p

ス

コ

ピ

ア

ク

ス

ト

ラ

ク

チ

ユ

ア

ル

て
､

亘

硯

的
､

構

造

的
に
､

そ

れ

を

社
食
的

絶
賛
本
の

循
環
過
程
と

し
て

と

ら

え

る
｡

マ

ル

ク

ス

再
生

産
表
式
は
､

ケ

ネ
ー

『

経
済
表
』

に

み

ス

タ

テ

イ

ク

ら
れ

る

再
生

産
の

静

的
均
衡
條
件
の

明
示

か

ら

さ

ら
に

螢

展
し

て
､

新

ダ
イ

ナ

ミ

ッ

ク

資
本
の

蓄
積
を

伴
う

場
合
の

動

的
均
衡
條
件
の

解
明
で

あ

り
､

社
食
の

絶
生

産
物
と

純
生

産

物
､

一
商

品
の

取
引
絶
額
と

個
人

所
得
の

相
異
､

を

も

明
確
に

し
て

い

る
｡

マ

ル

ク

ス

『

資
本
論
』

第
二

巷
は
､

資
本
家
的
経
済

社

食
の

蓉
展
の

均
衡
保
件
の

偶
然
的
成
立

と

均
衡
破
壊
の

大
き

な

可
能
性

と

を

互

規
約
に

分
析
し

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

本
書
に

よ

れ

ば
､

第
三

部
『

資
本
主
義
的
生

産
の

絶
過
程
』

の

章
は
､

『

資
本
論
』

第
三

零
に

あ

た

り
､

資
本
に

よ
っ

て

生

産
さ

れ
た

剰
飴
債
値

の

祀
合
的
流
通
過
程
の

分
析
で

あ

り
､

生

産
物
債
値
､

努
働
力
債
値
､

剰

鯨
慣
値
が

交
換
過
程
に

お
い

て

商
品
債
希
､

努
貸
､

利
潤
と
い

う
形
を

と

■ミ
ク
ロ

ス

コ

ピ

ッ

ク

る

個
々

の

現
象
形
態
を

封
象
と

す
る

徴

税

的
な

経
済
分
析
で

あ
る
｡

マ

ル

ク
ス

に

よ

れ

ば
､

資
本
家
的
杜
合
に

お
い

て

は
､

労
働
量
に

よ
っ

て

測

定
さ

れ

る
べ

き

商
品
償
値
は
､

現

賓
的
に

は
､

諸
商
品
の

慣
椅
を

も
っ

て

構
成
さ

れ

る

投
下
資
本
の

費
用
慣

希
を

も
っ

て

測

定
さ

れ
､

剰

徐

債

値

は
､

版
責
慣
櫓
か

ら

投
下

資
本
費
用
を

軽
険
し
た

後
の

利
潤
と

し
て

意
識

さ

れ

る
｡

し

た
が

っ

て

剰
徐
債
倍
率
の

代
り
に
､

投
下

資
本
費
用
の

利
潤

率
が

資
本
家
に

と
っ

て

重

要
に

な

る
｡

だ
か

ら

個
々

の

商
品
債
値
は
､

産

業
部
門

間
の

利
潤
平
均
化
を

も

た

ら

す
完
全
競
争
市
場
の

も

と
で

は
､

費

用
慣
椿
に

資
本
平
均
利
潤
率
を

加
え

た

生

産
償
格
に

捧
化
す
る
｡

が
､

僧

侶
法
則
は
､

社
食
的
に

維
持
さ

れ
､

個
々

の

商
品
に

つ

い

て

の

み
､

償
僅

か

ら

の

償
棉
の

背
離
が

み

ら

れ
､

生

産
債
棉
､

市
場
償
椅
の

形
成
と

な

る

に

す
ぎ

な
い

｡

マ

ル

ク

ス

に

よ

れ

ば
､

剰
除
慣
値
は
､

祀
合
的
交
換
の

絶
過

程
に

お
い

て

は
､

利
潤
､

利
子
､

地

代
と

し

て

現
象
す
る
｡

産
業
利
潤
の
一

部
分
は
､

商
業
利
潤
と

金
融
資
本
利
子
に

分
裂
す
る

が
､

そ
の

い

ず
れ

も

生

産
さ

れ

た

剰
徐
贋
侶
の
一

部
分
の

分
配
に

す
ぎ

な
い
｡

商
品
生

産
を

支
配
す
る

生

産
慣
格
の

法
則
は
､

ま
た
､

農
業
部
門
に

も

作
用
し
､

地

代
は
､

平
均

利

潤
を

超
え

る

資
本
の

超
過
利
潤
の

特
化
し

た

も
の

で

あ
る
｡

資
本
の

平

均

利
潤
率
は

資
本
構
成
の

高
度
化
に

伴
っ

て

長
期
的
に

下

落
し
､

産
業
諸

部

2 ∂∂
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門
間
の

生

産
力
の

不

浄
等
的
な

馨
展
と

相
ま
っ

て
､

資

本

蓄

積
の

進

行

は
､

過
剰
資
本
と

過
剰
生

産
､

す
な

わ
ち
､

恐

慌
を

準
備
す
る
｡

著
者
は
､

最
後
に

マ

ル

ク

ス

『

資
本
論
』

髄
系
の

精
密
な

理

論
的
横
国

を

描
き
､

最
後
に
､

未
爽
社
食
へ

の

手
掛
り

と

し

て
､

ソ

同
盟
の

社
食
主

義
経
済
制
度
か

ら

葦
讃
的
な

資
料
を

え

な
が

ら
､

社
食
主

義
社
食
の

『

経

済
表
』
､

杜
脅
的
総
資
本
の

再
生

産
過
程
を

示

す
流
通

表
､

を

構

成

し

て

い

る
｡

社
食
主
義
杜
合
の

経
済
観

織
に

よ
っ

て
､

国
家
計
量
委
員
合
は
､

資
本
と

労
働
､

お

よ

び

生

産
物
の

計
量
的
配
分
と

投
下
に

あ

た

り
､

剰
飴

償
値
が

個
人

的
滑
費
と

社
食
的
共
同
滑
費
に

区
分
さ

れ

て
､

摸
大

循
環
す

る

茹
に
､

社
合
主
義
の

経
済
循
環
の

特
色
が

あ

る
｡

四

本
書
の

第
四

部
『

近
代
経
済
撃
の

基
本
定
理
』

は
､

『

致
用
理

論
･

選
揮

理

論
･

需
要
と

供
給
の

法
則
･

く

も
の

巣
理

論
･

生

産
費
の

泣
則
』

の

よ

ミ

ク

ロ

ス

コ

ービ
ッ

J
7

う
な

近
代
経
済
学
の

徴

税

的
理

論
■
の

業
績
か

ら
､

『

景
気
理

論
･

成
長
率

理

論
･

国
民
所
得
論
･

産
業
連
関
論
･

リ
ニ

ア

ー
･

プ
ロ

グ

ラ
ミ

ン

グ
』

マ

ク
ロ

ス

コ

ピ

7

ク

に

い

た
る

亘

硯

的
理

論
の

業
績
ま
で

を

磨
く

含
ん

で

い

る
｡

す
で

に

の

ぺ

た
よ

う
に
､

経
済
学
の

理

論
鰹
系
に

お

け
る

慣
値
学
説
の

意
味
は
､

経

評

済
社
食
の

分
析
の

基
本
的
立

場
を

表
現
し
た

も

の

に

外
な

ら

な
い
｡

本
書

( 6 3 ) 書

に

よ

れ

ば
､

ゴ

ア

セ

ン

､

ジ

エ

グ
ォ

ン

ズ
､

メ

ン

ガ

ー

に

よ
っ

て
､

近
代

経
済
畢
が

効
用
理

論
を

そ

の

礎
石
と

し

た
こ

と

は
､

近
代
経
済
学
の

経
済

分
析
の

方
向
が
､

古
典
汲

経
済
学
に

よ

る

近
代
産
業
杜
合
の

亘
硯
的
､

構

造

的
な

経
済
分
析
の

方
向
を

見
失
な
っ

て

し

ま
っ

た

と
い

う
こ

と

を

意
味

す
る
｡

そ

れ

は

ま
た
､

古
典
汲

経
済
学
が

そ
の

次
に

解
決
し

ょ

う
と

し
た

課
題
､

一

商

品
の

経
験
的
な

債
椿
分
析
と
い

う
微
税
的
な

課
題
が
､

近
代
経

済
学
の

主

要
テ
ー

マ

に

な
っ

た
こ

と

を

意
味
す
る
｡

近
代
経
済
学
は
､

経
済
社
食
を

理

解
す
る

た

め
に

必

要
な

諸
未
知
数
を

選
び
､

こ

れ

ら
の

未
知
の

諸
欒
敷
を

関
係
づ

け

る
よ

う
な

常
数
･

既
知
数

を

選
び
､

さ

ら

に

社
脅
制
度
全
髄
の

特
質
を

あ

ら

わ

す
常
数
･

既
知
数
を

選
び

出
せ

ば
､

こ

れ

ら
の

諸
壁
敷
の

均
衡
方

程

式

剋

綴
の

解

法
に

よ
っ

て
､

経
済
徒
食
の

分
析
と

計
算
が

可
能
に

な

る

と

考
え

る
の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

経
済
分
析
の

方

法
か

ら
､

ジ
ェ

グ
ォ

ン

ズ

の

効
用
理

論
､

パ

レ

ー

ト
ー

の

選
揮
理

論
､

マ

ー

シ

ャ

ル

の

需
要
･

供
給
理

論
､

ス

ラ

ブ

フ

ァ

の

生

産
費
理

論
､

チ
ェ

ン

バ

ー

リ
ン

の

濁
占
理

論
､

ク

ラ
ー

ク

の

限
界
生

産
力
説
､

ベ

ー

ム

の

利
子

論
､

と
い

う
徴
税
的
な

分
析
が

展
開
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

著
者
に

よ

れ

ば
､

均
衡
方
程
式
に

よ
っ

て

経
済
世
界

を

と

ら

え

よ

う
と

し

た

近
代
経
済
学
は
､

資
本
主
義
に

お

け

る

濁
占
､

失

業
､

恐

慌
の

進
行
に

よ
っ

て
､

古
典
汲
経
済
学
の

亘

規
約
･

構
造
的
な

経

済
分
析
を

と

り
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